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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第41期

第１四半期
連結累計期間

第42期
第１四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成29年６月30日

売上高 (千円) 607,364 492,083 2,204,673

経常利益 (千円) 34,551 13,091 97,914

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益

(千円) 25,723 10,070 72,705

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 25,063 9,959 83,885

純資産額 (千円) 3,061,908 3,158,096 3,177,622

総資産額 (千円) 3,481,624 3,613,980 3,597,484

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

(円) 1.79 0.69 5.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 1.79 0.69 4.99

自己資本比率 (％) 85.1 85.4 86.1
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定にお

いて、株式付与ESOP信託が保有する当社株式を自己株式と処理していることから、期中平均株式数から当該

株式数を控除しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢に改善傾向が続き、緩やかな回復基調で推

移しましたが、米国政権の政策に対する懸念や地政学的リスクの高まりによる政情不安などにより、依然として景気

の先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは生産効率を改善する先進の工場ＩｏＴやドライバー及び工場従業員などを

対象として、バイタルセンサーを使用した安全・衛生システムなど、ＩｏＴ技術を駆使した製品の展開に注力してま

いりました。また、前連結会計年度に引き続き原価管理の徹底、業務の効率化、コスト削減などを行い、収益構造の

改善に取り組んでまいりました。

業績面では、テレマティクス車載機や紙幣鑑別センサモジュールの販売が減少したことにより、前年同四半期比で

減収減益となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は492百万円（前年同四半期比19.0％減少）、営業利益は　

11百万円（前年同四半期比66.8％減少）、経常利益は13百万円（前年同四半期比62.1％減少）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は10百万円（前年同四半期比60.9％減少）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

ＩｏＴ事業

ＩｏＴ事業は、テレマティクス車載機の販売が減少したことにより、前年同四半期比で減収減益となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は138百万円（前年同四半期比35.3％減少）、セグメント利益は14百

万円（前年同四半期比69.5％減少）となりました。

　

製造受託事業

製造受託事業は、紙幣鑑別センサモジュールの販売が減少したことに加え、一部製品の生産終了に伴う影響があっ

たことにより、前年同四半期比で減収減益となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は211百万円（前年同四半期比11.1％減少）、セグメント利益は28百

万円（前年同四半期比4.3％減少）となりました。

　

開発受託事業

開発受託事業は、子会社のユビテックソリューションズにおいて、開発案件の減少や顧客の内製化の影響があった

ことにより、前年同四半期比で減収減益となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は141百万円（前年同四半期比8.5％減少）、セグメント利益は13百

万円（前年同四半期比23.5％減少）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は3,613百万円となり、前連結会計年度末から16百万円増加しております。

主な内容としましては、現金及び預金が10百万円、受取手形及び売掛金が15百万円、電子記録債権が10百万円増加

し、製品が16百万円減少しております。

（負債の状況）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は455百万円となり、前連結会計年度末から36百万円増加しております。主

な内容としましては、支払手形及び買掛金が37百万円、電子記録債務が41百万円増加し、未払法人税等が22百万円減

少しております。

（純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は3,158百万円となり、前連結会計年度末から19百万円減少しておりま

す。主な内容としましては、新株予約権の行使による資本金及び資本剰余金の増加21百万円、親会社株主に帰属する

四半期純利益10百万円の計上、剰余金の配当44百万円によるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,000,000

計 52,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,782,000 14,782,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダ－ド）
単元株式数は100株であります。

計 14,782,000 14,782,000 － －
 

(注) 提出日現在の発行数には平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日
（注）

40,000 14,782,000 10,765 939,597 10,765 653,499

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成29年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他)  普通株式　14,741,100 147,411 －

単元未満株式  普通株式　　　　 900 － －

発行済株式総数 　　　　　　14,742,000 － －

総株主の議決権 － 147,411 －
 

（注）「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、日本マスタ－トラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口）が所有する当社株式161,200株（議決権1,612個）が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
 

(注) 株式付与ＥＳＯＰ信託口所有の株式161,200株につきましては、上記の自己株式等に含まれておりませんが、会

計処理上は当社と株式付与ＥＳＯＰ信託を一体としていることから、連結貸借対照表においては自己株式として

処理をしております。

上記は、直前の基準日（平成29年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりますが、自己株式について

は当第１四半期会計期間末日現在の所有状況を確認できており、当第１四半期会計期間における四半期連結財務

諸表において自己株式として処理している株式付与ＥＳＯＰ信託口所有の株式は161,200株であります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年７月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年６月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,756,840 2,767,734

  受取手形及び売掛金 463,836 479,447

  電子記録債権 － 10,260

  有価証券 5,534 2,104

  製品 93,315 77,218

  仕掛品 14,179 19,300

  原材料及び貯蔵品 53,230 50,637

  繰延税金資産 3,271 4,210

  その他 26,701 26,907

  貸倒引当金 △408 △385

  流動資産合計 3,416,501 3,437,435

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 62,857 62,857

    減価償却累計額 △10,327 △11,395

    建物及び構築物（純額） 52,529 51,462

   工具、器具及び備品 184,737 185,079

    減価償却累計額 △135,471 △140,348

    工具、器具及び備品（純額） 49,265 44,731

   有形固定資産合計 101,795 96,193

  無形固定資産   

   その他 22,175 24,376

   無形固定資産合計 22,175 24,376

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 5,509 5,509

   その他 51,502 50,465

   投資その他の資産合計 57,012 55,974

  固定資産合計 180,982 176,544

 資産合計 3,597,484 3,613,980
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年６月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 94,648 132,398

  電子記録債務 110,592 151,631

  未払金 35,091 30,040

  未払法人税等 28,099 6,026

  繰延税金負債 244 87

  賞与引当金 2,662 9,900

  その他 94,359 70,001

  流動負債合計 365,698 400,086

 固定負債   

  株式給付引当金 25,637 27,271

  退職給付に係る負債 28,526 28,526

  固定負債合計 54,164 55,797

 負債合計 419,862 455,884

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 928,831 939,597

  資本剰余金 642,733 653,499

  利益剰余金 1,585,063 1,550,907

  自己株式 ※  △56,676 ※  △56,676

  株主資本合計 3,099,952 3,087,328

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 546 196

  為替換算調整勘定 △1,892 △1,895

  その他の包括利益累計額合計 △1,345 △1,698

 新株予約権 50,824 44,033

 非支配株主持分 28,191 28,433

 純資産合計 3,177,622 3,158,096

負債純資産合計 3,597,484 3,613,980
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 607,364 492,083

売上原価 478,267 400,758

売上総利益 129,097 91,324

販売費及び一般管理費 93,819 79,595

営業利益 35,277 11,729

営業外収益   

 受取利息 105 101

 為替差益 287 33

 還付加算金 179 －

 投資事業組合運用益 22 664

 生命保険配当金 81 380

 助成金収入 － 322

 その他 112 19

 営業外収益合計 788 1,521

営業外費用   

 株式交付費 － 156

 賃貸費用 1,510 －

 その他 3 3

 営業外費用合計 1,514 160

経常利益 34,551 13,091

税金等調整前四半期純利益 34,551 13,091

法人税、住民税及び事業税 9,510 3,717

法人税等調整額 △1,140 △939

法人税等合計 8,369 2,778

四半期純利益 26,182 10,312

非支配株主に帰属する四半期純利益 458 242

親会社株主に帰属する四半期純利益 25,723 10,070
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 26,182 10,312

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △114 △350

 為替換算調整勘定 △1,004 △2

 その他の包括利益合計 △1,118 △353

四半期包括利益 25,063 9,959

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 24,654 9,717

 非支配株主に係る四半期包括利益 409 241
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

一部の連結子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。　

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（前連結会計年度末：帳簿価額56,676千円、株式数161,200株　当第１

四半期連結会計期間末：帳簿価額56,676千円、株式数161,200株）については、自己株式として計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日

　　至　平成28年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年７月１日

　　至　平成29年９月30日）

減価償却費 5,325 千円 7,503 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月28日
定時株主総会

普通株式 43,690 3 平成28年６月30日 平成28年９月29日 利益剰余金
 

(注) 平成28年９月28日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、ESOP信託が保有する自社の株式に対する配

当金511千円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年９月27日
定時株主総会

普通株式 44,226 3 平成29年６月30日 平成29年９月28日 利益剰余金
 

(注) 平成29年９月27日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、ESOP信託が保有する自社の株式に対する配

当金483千円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 214,590 238,278 154,496 607,364 － 607,364

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 214,590 238,278 154,496 607,364 － 607,364

セグメント利益 46,718 30,256 17,664 94,639 △59,361 35,277
 

(注)１．セグメント利益の調整額△59,361千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△59,361千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 138,878 211,840 141,364 492,083 － 492,083

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 138,878 211,840 141,364 492,083 － 492,083

セグメント利益 14,252 28,954 13,515 56,723 △44,993 11,729
 

(注)１．セグメント利益の調整額△44,993千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△44,993千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日)

 (1) １株当たり四半期純利益金額 1円79銭 0円69銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 25,723 10,070

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(千円)

25,723 10,070

　普通株式の期中平均株式数(株) 14,393,546 14,587,757

 (2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1円79銭 0円69銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（株） 9,738 101,662

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)　株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額

及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株

式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間170,054株、当第１四半期連結累計期間161,200株でありま

す。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月10日

株式会社ユビテック

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   斎藤　　昇   　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   秋山　高広  　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユビ

テックの平成29年７月１日から平成30年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年７月１日から

平成29年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年７月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユビテック及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社ユビテック(E02100)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

